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第32号

臨
時
町
議
曾
守
γ

開

γ

本
年
第
三
回
目
の
臨
時
町
議
一
予
算

り
一
会
が
去
る
五
月
三
十
一
日
に
開
一
四
、
建
設
特
別
会
計
追
加
予
算

一
催
さ
れ
左
記
議
案
を
審
議
、
全
一
五
、
上
水
道
特
別
会
計
追
加
予

ペ
靖
渠
共
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
一
算

し

た

。

一

六

、

一

一

般

会

計

追

加

更

正

予

算

一
、
財
政
再
建
基
金
積
立
に
つ
一
七
、
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

い

て

一

す

る

事

に

つ

い

て

吾
二
、
国
保
特
別
会
計
の
昭
和
三
一
八
、
国
保
条
例
の
一
部
を
改
正

恒
十
三
年
度
繰
上
充
用
に
つ
い
-
す
る
事
に
つ
い
て

て

巴

一

右

案

件

の

中

主

な

事

項

を

の

三
、
国
保
特
別
会
計
追
加
更
正
一
べ
れ
ば
次
の
還
り
で
す
。

〉
園
保
赤
字
四
二

O
万
国

〈
今
後
コ
一
ヶ
年
で
解
消
?

国
保
の
財
政
に
つ
い
て
は
再
一
な
る
見
込
で
あ
る
た
め
、
一
二
十

三
お
し
ら
せ
し
、
皆
様
の
御
協
一
コ
一
年
度
の
才
入
か
ら
繰
上
充
用

カ
を
お
晴
樹
い
致
し
て
お
る
と
こ
一
す
る
事
に
な
っ
た
。

-
る
で
あ
り
ま
す
が
三
十
二
年
一
と
の
赤
字
解
消
の
方
法
と
し

匹
度
に
お
け
る
国
保
特
別
会
計
で
一
て
は
保
険
税
の
完
全
徴
段
、
一

は
三
十
一
年
に
生
じ
た
赤
字
約
一
部
負
担
金
の
徴
取
の
徹
低
之
併

四
五

O
万
円
の
内
三

O
万
円
を
一
せ
て
健
康
保
険
併
用
者
除
外
を

済
し
後
四
二

O
万
円
の
赤
字
と
一
六
月
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な

行発回1-月毎
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ま
し
れ
れ

自衛官募集

空j毎陸

り、

A
寸
後
三
ヶ
年
位
で
解
消
出
一
町
民
皆
様
一
人

y
¥の
御
協

来

る

見

込

で

す

。

一

カ

を

重

ね

て

お

願

い

致

し

ま

す

生
活
改
善
普
及
員
が

お

か

れ

ま

す

我
々
の
生
活
を
改
善
指
導
し
一
皆
様
の
御
利
用
を
お
待
ち
し
て

て
下
さ
る
職
員
が
、
半
額
県
費
一
お
り
ま
す
。

補
助
を
以
っ
て
当
町
に
設
置
せ
一
尚
事
務
所
は
町
役
場
大
和
出
張

ら
れ
今
後
の
指
導
に
当
ら
れ
る
一
所
内
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

白
轄
車
、
荷
車
税
が

い
ら
を
く
を
り
ま
し
た

皆
様
既
に
御
承
知
の
還
り
今

回
地
方
税
法
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
、
町
の
条
例
も
改
め

ま
し
て
今
年
度
よ
り
自
転
車
荷

車
税
は
い
ら
な
い
こ
と
に
さ
れ

ま
し
た
。

三

十

三

年

度

所

得

税

の

一

L
給
付
制
相
続
じ
れ

F
，

F
d

一
務
署
へ
「
減
額
承
認
申
請
」
を

議

定

納

税

に

つ

い

て

一

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

一
申
請
の
期
限
は
六
月
三
十
日

大

洲

税

務

署

一

ま

で

で

す

が

、

も

し

予

定

納

税

六
月
と
も
な
れ
ば
、
一
年
の
一
所
か
ら
届
け
ら
れ
る
事
に
な
っ
一
額
の
通
知
書
が
六
月
十
五
日
以

半
分
が
経
過
し
た
わ
け
で
、
今
一
て
お
り
ま
す
。
一
後
に
届
い
た
時
は
、
届
い
た
白

日
一
年
の
所
得
額
に
つ
い
て
も
大
体
一
こ
の
通
知
書
は
税
務
署
で
三
一
の
翌
日
か
ら
十
五
日
以
内
で
あ

却
す
メ
ド
が
つ
く
も
の
と
考
え
ま
一
十
二
年
度
の
確
定
申
舎
の
所
得
一
れ
ば
よ
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す

月

一

す

。

一

税

額

(

譲

渡

、

一

時

.

雑

の

各

一

な

お

、

こ

の

減

額

申

請

が

承

尚
一
そ
こ
で
改
め
て
商
売
の
や
り
一
所
得
を
除
く
)
に
基
い
て
計
算
一
認
さ
れ
る
と
と
が
大
切
で
す
。

お
一
方
に
つ
い
て
も
、
こ
の
半
年
間
一
さ
れ
て
あ
り
年
税
額
に
相
当
す
一
山
廃
業
)
休
業
、
転
業
、
、
失

国
一
の
実
践
か
ら
一
工
夫
を
こ
ら
し
一
る
予
定
納
税
基
準
額
と
、
そ
の
↑
業
等
で
大
巾
に
収
入
が
減
る

引
一
堅
実
な
基
盤
を
固
め
て
お
く
事
一
三
分
の
一
に
当
る
一
期
、
二
期
一
場
合

日
一
が
必
要
で
し
ょ
う
。
一
分
の
予
定
納
税
額
を
記
入
し
て
一
間
納
税
者
や
ー
そ
の
家
族
が
病
気

一

ζ

の

場

合

、

税

金

よ

り

の

対

一

あ

り

ま

す

。

一

に

な

り

多

額

の

治

療

費

が

か

一
策
、
算
段
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
一
先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
一

L

っ
た
場
合

)
一
い
大
切
な
事
だ
と
一
言
え
ま
し
ょ
一
と
の
通
知
書
は
確
定
申
告
の
所
一
間
風
水
害
、
火
災
、
盗
難
な
ど

A

一

ラ

。

一

得

税

額

に

よ

っ

て

い

ま

す

の

で

一

で

家

財

や

商

品

に

大

き

い

損

白
一
税
金
と
言
え
ば
、
七
月
は
コ
ニ
納
税
者
御
自
身
が
六
月
一
日
ま
一
害
を
受
け
た
場
合

(
一
十
三
年
度
分
予
定
納
税
第
一
期
一
で
の
状
況
で
見
積
っ
た
金
額
の
(
凶
扶
養
家
族
の
数
ふ
え
た
と
か

一
分
納
税
の
月
で
す
。
・
一
見
積
年
税
額
が
通
知
さ
れ
た
額
新
た
に
不
具
者
老
年
者
、
寡

・
納
税
す
る
予
定
納
税
額
の
通
一
よ
り
も
少
い
場
合
も
あ
る
わ
け
婦
、
勤
労
学
生
控
除
が
受
け

知

は

、

六

月

十

五

日

迄

に

税

務

一

で

す

。

ら

れ

る

よ

5
に
な
っ
た
な

E

尚
現
在
迄
県
税
と
し
て
納
め

ら
れ
て
い
た
、
軽
自
動
車
税

が
新
に
町
税
と
し
て
、
町
の

方
に
納
め
て
頂
、
ぎ
町
の
収
入

と
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

t

、r
、，を
B

・、.

の
理
由
の
、
た
め
に
、
申
告
納

税
見
積
額
が
予
定
納
税
基
準

額
以
下
に
な
る
場
合
、
そ
の

他
の
場
合
で
七
割
以
下
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

次
に
、
予
定
納
税
第
一
期
分

の
納
税
の
期
限
は
冒
頭
に
の
べ

ま
し
た
通
り
七
月
三
十
一
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
今

か
ら
納
税
資
金
を
御
輩
備
し
て

、
た
だ
き
、
納
期
限
ま
で
に
も

れ
な
ぐ
完
納
し
て
戴
く
様
御
協

カ
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

楽
に
納
税
出
来
る
一
番
よ
い

方
法
と
し
て
納
税
貯
蓄
組
合
の

制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

と
の
組
合
に
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
お
方
も
一
度
こ
の
制
度

に
つ
い
て
御
研
究
い
た
だ
き

一
人
で
も
多
く
の
人
が
組
合
に

加
入
さ
れ
る
様
お
す
す
め
し
ま

(
注
)

予
定
納
税
基
準
額
が
三
、

0

0
0
0円
未
満
の
場
合
は
相

互
の
手
数
を
省
略
す
る
た
め

予
定
納
税
基
準
額
が
な
い
も

の
と
し
て
通
知
を
省
略
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か

ら、

ζ

の
点
は
お
間
違
い
な

い
よ
う
御
承
知
下
さ
い
.

!
l
t
十
人
事

dtmpv卜
司

-
F忌
昆
帳
島
幸
専

6月1.6日より7月21日まで

資格 18才以上......，25才未満

試験 7月下旬......，8月上旬

初任給 6.200円

待遇 (衣食住無料支給)

外に退職手当の支給思給法の適

用制度あり

夏
は
忘
れ
物
の
季
節

遺
失
物
法
嬰

梅
雨
の
季
節
か
ら
夏
に
か
け
一
正
に
な
り
七
月
一
白
か
ら
施
行

て
、
毎
年
暑
さ
の
せ
い
か
忘
れ
一
せ
ら
れ
ま
す
。

物
、
落
し
物
が
目
立
っ
て
ふ
え
一
そ
の
主
な
点
を
お
知
ら
せ
致

て
ま
い
り
ま
す
。
一
し
ま
す
と
次
の
還
り
で
す
。

名
前
の
か
け
る
持
物
に
は
住
一
1
遺
失
物
を
発
見
届
け
出
た
後

所
氏
名
を
記
入
し
、
金
入
れ
の
一
一
年
た
っ
て
も
持
ち
主
の
判

よ
う
な
物
に
は
名
刺
を
入
れ
て
一
ら
な
い
場
合
は
拾
得
者
の
物

お
く
等
し
て
、
万
一
の
場
合
に
一
に
な
る
今
ま
で
の
規
定
が
改

備
え
、
落
し
て
も
す
ぐ
あ
き
ら
一
正
さ
れ
公
示
後
六
ヶ
月
と
な

め
な
い
で
必
ず
警
察
に
届
出
る
一
り
ま
し
た
。

よ
ラ
に
し
て
下
さ
い
。
叉
今
回
一

2
船
や
車
や
建
物
の
内
で
他
人

こ
れ
ら
の
落
し
も
の
処
置
に
関
一
の
物
を
拾
っ
て
も
今
ま
で
は

す
る
法
律
が
六
十
年
ぶ
り
に
改
一
拾
い
主
に
権
利
が
な
く
持
ち

主
の
わ
か
ら
な
い
時

は
船
や
車
、
又
は
建

物
の
占
有
者
が
拾
得

す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
今
後

ほ
と
ん
な
場
所
で
も

拾
っ
て
届
け
た
人
の

物
に
な
る
(
但
し
届

け
主
が
そ
の
権
利
を

放
棄
す
る
か
、
二
十

四
時
間
以
上
た
っ
て

か
ら
届
け
た
場
合
は

占
有
者
の
も
の
に
な

る
)
3

船
や
車
、

る

故
西
村
兵
太
郎
氏

句

碑

除

幕

式

政
西
村
兵
太
郎
氏
は
昭
和
十
年
九
月
十
三

日
逝
去
さ
れ
る
ま
で
県
政
に
は
た
又
水
産
行

政
に
二
十
六
年
余
を
旧
長
浜
町
長
と
し
て
在

職
さ
れ
町
政
に
同
や
す
い
さ
れ
当
町
の
飛
躍
的

発
展
を
は
か
ら
れ
た
事
は
町
民
ひ
と
し
く
知

る
と
と
ろ
で
あ
少
、
特
に
長
浜
大
橋
の
架
設

国
鉄
の
開
通
等
は
現
在
の
長
浜
町
発
展
の
基

盤
を
な
し
た
も
の
で
益
々
そ
の
偉
徳
が
偲
ば

れ
ま
す
。

町
で
は
政
西
村
氏
の
銅
像
周
囲
の
改
装
を

行
う
ζ

と
と
な
り
今
回
と
れ
に
件
い
御
遺
族

西
村
氏
(
現
住
所
新
居
浜
市
)
の
御
厚
意
に
よ

り
句
碑
を
建
立
去
る
六
日
御
遺
族
を
始
め
有

志
多
数
臨
席
を
得
そ
の
除
幕
式
を
挙
行
し
ま

し
た
句
碑
(
故
西
村
兵
太
郎
氏
作
詞
)

嵐
が
晴
れ
て

肱
川
裾
の
筏
か
な
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会

長

末

永

芳

朗

副

会

長

一

宮

亀

久

雄

M

満

野

政

栄

常
任
理
事
戎
与
之
進
(
沖
浦
〉

神
山
諦
山
(
出
石
寺
)

新
隆
吉
(
白
滝
)

潜
水
猛
(
が
)

河
村
登
(
伊
)

赤
穂
直
城
(
議
会
)

青
野
義
夫
(
報
道
)

戎
敏
夫
(
沖
浦
)

大
野
豊
(
長
浜
)

新

資

足

し

た

長

浜

町

観

光

協

会

観
光
的
見
地
よ
り
の
長
浜
町
一
-
そ
の
他
町
内
各
種
団
体
、
官
公

の
発
展
を
計
る
ベ
く
か
ね
て
よ
一
曙
扱

4
-
般
町
民
の
方
々
の
賛

l
i
l
l
-「
担
諸
恥
夜
、
以
っ
て
会
員
と
し
去
る

り
暗
躍
中
で
あ
っ
た
長
浜
町
観
廷
闘
コ
目
新
し
く
発
足
致
し
ま

封
協
会
が
町
議
会
、
町
商
工
会
一
し
た
J
B

白
滝
観
光
会
、
沖
浦
観
音
奉
讃
一

L
消
投
員
は
次
の
還
り
決
定
さ

一
れ
ま
し
た
。

会
、
出
石
寺
、
町
内
地
区
委
員
一

J

t
劃
の
内
商
工
会
関
係
三
名

連
合
会
、
青
年
目
、
婦
人
会
、
一
一
は
釆
定
)

事

監

可

r 
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t 択 を妊の中「く競わ しいる食加五日宜

し効まにこいつん 避中と後数百，~-

農
作
物
の
奨
勘
品
種
が

嬰

ま

し

建
築

本
県
の
主
要
農
作
物
奨
励
品

種
決
定
審
議
会
に
お
い
て
審
議

の
結
果
左
記
の
通
り
奨
励
品
種

の
改
廃
が
さ
れ
ま
し
た
か
ら
御

知
ら
せ
し
ま
す
。

一

、

水

稲

一

凶
、
奨
励
品
種
よ
り
廃
止
に
な

っ
た
も
の
。

農
林
三
十
七
号
、
ベ
ニ
セ
シ

ゴ
ク
、
伊
予
柑
、
農
林
十
八

号
問
、
新
に
奨
励
品
種
に
な
っ
た

も
の金
南
風

間
、
認
定
品
種
よ
り
廃
止
に
な

っ
た
も
の

京
都
旭
、
愛
媛
水
稲

凶
、
新
た
に
認
定
品
種
に
な
っ

た
も
の
@
農
林
三
十
七
分
、
ペ
ニ
セ

シ
ゴ
ク
、
伊
予
旭
、
農
林

十
八
号
、
伊
予
千
本

。
信
濃
嬬
三
号
(
早
期
栽
培

用
)
、
綾
錦
(
晩
期
栽
培

用
)

二
、
大
立

新
た
に
奨
励
品
種
に
な
っ
た

・
も
の久
万
大
豆

三
、
馬
鈴
薯

出
奨
励
品
種
よ
り
廃
止
に
な
っ

り

た
も
の

ア
i
リ
l
ロ
l
ズ
、
紅
丸

凶
新
た
に
奨
励
品
種
に
な
っ
た

宅
も
の
農
林
一
号
、
ホ
イ
ラ

l

右
改
療
に
よ
り
水
陸
稲
、
大

豆
、
馬
鈴
薯
は
現
奨
励
、
認
定

品
種
は
次
の
通
り
と
な
っ
た
。

一
、
水
稲

山
奨
励
品
種
(
七
)

農
林
二
十
二
号
、
愛
知
旭
、

ミ
ホ
ニ

νキ
、
ア
グ
ポ
ノ
、
松

山
三
井
F

金
南
風
、
旭
糟

凶
認
定
品
種
(
八
)

め
普
通
栽
培
、
農
林
三
十
七

号
、
ベ
ニ
セ
ジ
ゴ
夕
、
伊
予
旭

、
農
林
十
八
号
、
中
亀
、
伊
予

千
本
、
コ
ト
プ
キ
モ
チ
、
農
林

精
五
号
、
松
山
雄
町
-

伶
早
期
栽
培
、
綾
錦
(
農
林

三
十
七
号
)
(
中
亀
)
，

二
、
陸
稲

奨
励
品
種
(
四
)

山
蔭
三
十
一
号
、
ン
ン
ハ
ヤ

プ
リ
、
ト
ナ
ハ
タ
モ
チ
、
ミ
ナ

ミ
ハ
タ
モ
チ

三
、
大
豆

山
奨
励
品
種
(
四
)

玉
錦
、
丹
波
黒
、
伊
予
大
豆

久
万
大
豆

間
認
定
品
種
(
一
)

オセ員
タさ
マ (J
し

ユノ い

ヤ宝
ク夏
け"

←牛一一一一

ユノ

大

面
河
大
豆

四
、
馬
鈴
薯

奨
励
品
種

男
爵
、
農
林
一
号
、
ホ
イ
ラ

尚
何
の
特
性
が
知
り
た
い
方

は
各
農
協
、
出
張
所
、
普
及
員

へ
一
覧
表
を
渡
し
て
お
き
ま
す

か
ら
見
て
下
き
い
。

ムー-'~'ーぷ 干

衆
議
院
議
員

選
奉
候
補
者

得

票

数

(
長
浜
町
開
票
区
)

有
効
投
票
総
数
九
五
七
七
票
一

今

松

治

郎

一

八

五

票

一

山

本

友

一

九

}

票

一

井
谷
正
吉
一
三
九
一
一
果
一

阿

部

喜

元

一

六

}

票

高

橋

英

吉

三

六

七

O
票

氏

利

松

平

四

O
四
六
票

岩

井

元

祐

三

一

票

潜

水

栄

二

票

l
F
F
J
F
{
E子
炉
1

r
i
i
:
:一
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ω
一
六
月
農
林
作
業

第 32号

柑
橘
園
作
業

一
、
成
木
の
移
植

今
月
の
中
匂
が
移
植
の
適
期

で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
第
一
回

の
根
の
伊
長
期
で
あ
る
か
ら
度

々
雨
も
降
る
の
で
活
着
が
極
め

て
良
好
で
、
春
先
に
根
ま
わ
し

を
し
て
お
い
た
樹
は
と
の
時
期

に
移
植
す
る
の
が
良
い
。

移
植
の
方
法

根
を
掘
り
取
る
と
き
は
、
土

を
付
け
る
必
要
は
な
い
か
ら
、

が
£
る
べ
く
多
く
の
根
を
つ
け
て

一
、
九
り
取
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

り
一
堀
取
っ
た
樹
は
植
付
け
ま
で
に

一
根
を
乾
燥
さ
せ
な
い
様
、
運
搬

一
中
に
は
必
ヂ
濡
れ
誼
を
か
け
て

一
直
射
光
線
に
当
て
な
い
様
に
す

一
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

-L
一
植
付
け
は
、
土
と
根
が
良
く

慶
一
密
着
す
る
様
潅
水
を
充
分
す
る

4
一
特
に
株
元
の
下
が
空
洞
に
な
り

一
や
す
い
か
ら
特
に
注
意
す
る
。

一
植
付
け
が
終
れ
ば
主
幹
及
び

一
主
枝
、
亜
主
枝
の
太
い
部
分
に

ー
一
は
石
灰
乳
「
生
石
灰
四
五

O
瓦

UJ
一
(
一
二

O
匁
)
、
カ
ゼ
イ
シ
石

メ

i
ト

同耳?昭和33年6月四日 (毎月l回発行)

個れ較がいし とポク干還は上げ 1 じ早れ『富子
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τな算上必とに乱、や「長ドメすの前 l lν 年『率 ~Il 単
もいにに要、計ぶ相 νキやが!と放号 ト 法ーメ
企し宣、とい量り撲スロ体「ト.送に ノレ が月 1
業、習そす〈単ではリグ重フル隆等 51 法 完~ 1-
とと熟れーるつ位す-， ::，.1ラはイ」上を続 に 全日ノレ
しれしら計かが。尺グム， 1野及例き な 笑か芦
てらなの量の混 震は」メト球びにス れ 施ら』
もはけ比器使乱 L ，ポ iL で水上ポ ま さは Y

法
え
の
道
4
 

又
国
全
体
と
し
て
も
、
労
力
的

及
び
、
経
済
的
に
、
非
常
に
大

き
な
損
失
な
の
で
す
。

従
っ
て
、
今
日
の
日
常
生
活

で
は
、
右
の
様
な
不
便
に
ぶ
つ

か
り
な
が
ら
、
不
合
理
と
し
り

つ
へ
慣
習
に
屈
服
し
て
毎
日

こ
れ
を
く
り
か
え
し
て
い
る
の

が
現
状
な
の
で
す
。

以
上
の
様
な
不
便
と
不
合
理

は
一
日
も
早
く
こ
の
日
常
生
活

か
ら
取
り
除
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん。
そ
の
た
め
に
は
、
計
量
単
位

を
統
一
し
そ
の
統
一
単
位
と
し

て
「
メ
ー
ト
ル
法
」
が
二
台
す

ぐ
れ
て
い
る
の
で
、
「
メ
ー
ト

ル
法
を
採
用
す
る
根
本
理
由
と

な
っ
た
の
で
す
。

明
日
か
ら
と

い
わ
ず
今
日
か
ら
メ
ー
ト
ル
法

。
メ
ー
ト
ル
法
府
メ
モ
S

新
長
浜
町
の
総
面
績
は
?

七
回
、

O
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
(
七
、
四
六
六
町
歩
で
す
)

電

l
i
J
!
4
1
1
書
晶
司
剖
事
趨
遺
秒
議
、

警

備

艦

入

港

自
営
官
募
集
広
報
活
動
の
目
的
を
以
っ
て

去
る
六
月
五
日
海
よ
自
営
隊
警
備
船
(
や
ぐ

る
ま
)
が
入
港
、
一
般
公
開
を
行
い
七
日
午

前
七
時
半
出
航
し
た
。

、~ 

止
し
、
公
衆
衛
h
志
向
上
と
社
一
「
刈
1
一
本
年
度
か
ら
回
転
一
後
盗
ま
れ
た
り
置
ぎ
忘
れ
た
白

会
生
活
の
安
全
を
図
る
白
的
で
ニ
い
、
一
車
の
税
金
が
巌
止
と
一
転
車
の
持
主
を
早
く
調
査
し
て

飼
い
犬
取
締
条
令
が
制
定
さ
れ
一
一
察
一
な
り
自
転
車
に
鐙
礼
一
又
一
被
害
に
か
L

っ

た

息

苦

、

六

月

一

日

か

ら

施

行

さ

れ

ま

一

一

一

審

一

を

取

付

け

る

必

要

が

一

日

盟

関

駐

日

持

日

本

庁

分

し
た
。
と
れ
に
は
一
一
民
一
な
く
な
っ
た
の
で
市
了
て
実
費
二
十
円
程
度
の
御
色
円
宮
紀
道
長
男
寿
人

d
u
C詰
同

一

一

蜘

一

明

暗

一

山

一

軸

灯

油

仲

間

諜

湾

問

団

一

別

料

品

時

間

立

路

長

松

町

に

一

斉

一

即

時

諸

説

一

肘

訪

日

開

咋

御

協

カ

を

一

M
t
z二由
時

忠

則

市

町

村

山

一

一

駒

市

獄

中

堅

諮

問

一

一

路

市

町

一

一

門

誌

な
い
よ
う
に
す
る
と
と
e

二

鞠

一

一

賛

同

下

さ

い

ま

す

様

お

願

い

し

一

立

恭

平

長

男

真

也

ニ
M
刊

一

た

。

一

。

ー

一

小

西

千

元

二

男

勇

喜

@

飼

い

犬

を

捨

て

な

い

事

ニ

自

一

そ

こ

で

警

察

で

は

今

一

ま

す

仁

合

一

男

長

男

和

執

⑦

飼

い

犬

が

人

を

か

ん

だ

と

き

二

|

川

い

一

一

長

浜

町

警

部

派

出

E
U

一一

l

l

i

-

-

!

り
4

古

中

敏

喜

六

女

不

二

子

は
、
保
険
所
へ
届
け
出
て
指
一

w
w怜
げ
ゆ
怜
げ
ゆ
凶

W
Wゆ
げ
ゆ
ゆ
げ
ゆ

uwゆ
ゆ
げ
ゆ
出

w
-
1
7
U

z
一

一

笹

田

智

長

男

博

志

示
を
受
け
る
F

な

，

が

定

一

一

引

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
J

役

場

の

日

誌

一

時

間

帥

緊

時

怠

汁

警

察

犬

、

狩

猟

犬

を

そ

の

日

一

'

一

松

原

喜

代

司

三

男

和

初

的
の
た
め
使
用
し
た
り
1

人
や
、
一
五
、
七
土
地
交
換
分
合
一
五
、
三
十
港
湾
局
長
視
察
一
川
口
恒
善
長
女
和
子

家

畜

そ

の

他

動

物

に

害

を

加

え

一

打

合

会

(

豊

茂

一

来

町

一

語

回

清

光

三

男

弘

明

る
と
と
の
な
い
場
所
、
ま
た
は
一
地
区
)
一
五
、
一
一
干
一
町
議
会
臨
時
日
会
一
国
田
実
糊
臨
坊
間
美
枇

方

法

で

訓

練

や

運

動

を

す

る

と

一

五

、

六

町

農

林

漁

業

指

ー

一

開

催

-

/

↓

河

合

道

澄

二

女

優

き

、

或

は

柵

、

そ

の

他

障

壁

の

一

導

者

会

一

六

、

三

町

観

光

協

会

発

一

喜

多

灘

分

昨
年
、
東
京
、
横
浜
等
で
幼
一
内
で
飼
う
と
き
以
外
は
、
犬
は
一
五
、
九
町
観
光
協
会
設
一
起
人
会
:
一
咽
回
久
太
郎
三
男
秀
雄

女

が

犬

に

か

み

殺

さ

れ

た

り

、

一

つ

な

い

で

飼

わ

な

け

れ

ば

な

り

一

立

打

合

会

一

町

議

会

建

設

委

一

後

藤

容
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を

負

う

と

い

う

事

件

が

起

一

ま

せ

ん

。

一

五

、

十

三

農

業

改

良

普

友

一

員

一

行

有

線

放

一

f

櫛
生
分

っ

た

事

警

は

、

す

で

に

御

承

知

一

六

月

一

日

以

降

こ

れ

ら

の

処

一

事

業

推

進

協

議

一

送

施

設

規

察

の

一

棟

川

正

信

二

男

忠

の

事

と

思

い

ま

す

が

、

愛

媛

県

一

置

を

怠

っ

た

と

き

は

処

罰

さ

れ

一

会

一

た

め

北

宇

和

問
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し
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障
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療
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、
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検
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な
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反
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留
守
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検
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込
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什
申

一
目
で
留
守
と
わ
か
る
様
な
戸
締
罰
よ
り
午
後
三
時
ま
で
一
請
の
た
め
百
診
断
書
を
必
要
と

甲

山

一

す

る

も

の

。

を

し

な

い

こ

と

信

①

実

施

場

所

大

測

保

険

所

一

。
⑦
担
当
医
師
整
形
外
科
、
藤
一
@
、
受
診
手
続
受
診
希
望
者

一
寸
の
留
守
と
躍
も
隣
近
所
へ
一
担
問
、
三
九
山
田
医
師
。
眼
一
は
前
以
っ
て
氏
名
、
生
年
月
日

声

頼

回

ん

で

お

く

こ

と

ロ

科

、

真

鍋

医

師

・

耳

鼻

咽

喉

一

障

害

名

を

記

し

(

様

式

随

意

)

行

商

人

を

装

ふ

空

巣

ね

ら

ひ

に

注

。

科

、

山

本

医

師

。

一

て

役

場

厚

生

課

又

は

最

寄

り

の

出

一

出

帳

所

に

申

請

の

上

当

日

受

診

意

の

事

記

@

対

象

者

清

て

八

才

未

満

の

一

し

て

下

さ

い

。

ロ
児
童
で
あ
っ
て
身
体
の
機
能
に
一

被

害

に

か

L
っ
た
時
は
現
場
を
其
国
障
害
の
あ
る
も
の
、
若
し
く
は
一
尚
詳
し
い
事
は
厚
生
課
民
生
係

の
ま

L
に

し

て

警

察

へ

届

出

る

事

D

機
能
障
害
を
招
来
す
る
お
そ
れ
一
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
.

、、，

拍
酔

六月一日から

2 3 4 5 6 

飼犬取締僚例が施行されました

% 

hp川
畑

qA司

警

i
-
J
J・-司
1
1、マ

↑才

e
b
z

、v
p

-

、』ミ

車、子守

東

党

現

三

河

-

好

浅
田
政
治

永
岡
和
美

伊
藤
ツ
ミ
ヱ

満
野
ハ
ル

菊
池
虎
次
郎

西

浦

五

助

岩
城
須
美
子

高

岡

辰

江

二
宮
フ
キ
子

小
林
油
帽
子

三
ツ
野
京
子

菊
地
片
山
峰
岡

本
庁
分

出
海
分

大
和
分

清治幸
美ー義

白
滝
分

村山木西
上下下上
ヲ
カ貞ヒ万
ツ八ナ衛


